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官
ミ
じ
翌
呼

縦
Ｅ
Ｇ
Ｒ
軽
Ｘ
蝉
翌
Ｄ
胆
矩
終
か
ヽ
生
対
回
■

【
ロ
ン
ド
ン
＝
小
滝
麻
理

子
】
英
国
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
首

相
は
１０
日
、
欧
州
連
合

（
Ｅ

Ｕ
）
の
改
革
に
向
け
、
移
民

に
対
す
る
福
祉
制
限
な
ど
４

一
っ
の
要
求
を
明

ら
か

に
し

一
た
。
演
説
し
た
キ
ャ
メ
ロ
ン

首
相
は

「
改
革
は
英
国
だ
け

で
な
く
Ｅ
Ｕ
全
体
の
利
益
に

か
な
う
」
と
述
べ
、
今
後
の

英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
交
渉
結
果
は

英
国
が
Ｅ
Ｕ
に
残
留
す
る
か

ど
う
か
に
大
き
く
影
響
す
る

と
強
調
し
た
。
英
政
府
は
東

欧
出
身
者
な
ど
Ｅ
Ｕ
か
ら
の

移
民
増
や
規
制
強
化
に
対
す

る
国
内
の
不
満
を
受
け
、
２

０
１
７
年
末
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
残

留
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票

を
実
施
す
る
予
定
だ
。

英
国
が
要
求
す
る
４
つ
の

改
革
の
ひ
と
つ
は
、
欧
州
全

域
で
急
増
す
る
移
民
問
題

へ

の
対
応
だ
。
経
済
が
好
調
な

英
国
に
は
毎
年
実
質
３０
万
人

の
移
民
が
流
入
し
て
い
る
と

さ
れ
、
独
仏
に
比
べ
て
手
厚

い
社
会
保
障
が
魅
力
に
な

っ

て
い
る
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相

は

「
最
近
の
欧
州
か
ら
の
移

民
の
４
割
が

年
間
６
千
ヴ

（
１
１
０
万

円
）
の
福
祉

手
当
を
受
け

取

っ

て

い

る
」
と
主
張
、

移
民
に
対
す

る
Ｅ
Ｕ
の
福

祉
政
策
に
は

一
定
の
歯
止

め
が
必
要
だ
と
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
中
国
や
イ
ン
ド

の
台
頭
を
踏
ま
え
て
、
Ｅ
Ｕ

が
よ
り
競
争
的
な
政
策
を
と

る
べ
き
だ
と
も
指
摘
。
英
国

の
よ
う
に
ユ
ー
ロ
に
加
盟
し

て
い
な
い
国
の
権
限
も
尊
重

し
、
「
よ
り
柔
軟
な
機
構
に
な

る
べ
き
だ
」
と
繰
り
返
し
た
。

キ

ャ
メ

ロ
ン
首
相
は
同

日
、
改
革
案
を
記
し
た
６
ペ

―
ジ
に
わ
た
る
手
紙
を
Ｅ
Ｕ

の
ト

ゥ
ス
ク
大
統
領

に
送

付
。
Ｅ
Ｕ
側
は
こ
れ
を
受
理

し
た
。
ま
た
英
国
の
Ｅ
Ｕ
加

盟
条
件
を
変
え
る
た
め
の
交

渉
も
正
式
に
始
め
る
。
来
月

の
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
で
交
渉
を

進
め
、
合
意
を
目
指
す
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
国
民

投
票
は

「
英
国
に
と

っ
て
大

き
な
決
断
と
な
る
も
の
で
、

２
度
目
は
な
い
」
と
明
言
。

Ｅ
Ｕ
と
改
革
で
合
意
で
き
た

場
合
は

「
私
は
心
か
ら
Ｅ
Ｕ

残
留
を
支
持
す
る
活
動
を
行

う
。
そ
れ
が
国
家
利
益
で
あ

る
こ
と
は
明
確
だ
」
と
語

っ

た
。　
一
方
、
合
意
で
き
な
か

っ
た
場
合
は

「
Ｅ
Ｕ
に
残
留

す
る
か
考
え
直
す
。
い
か
な
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の加
わ
れ
ば
、
日
米
欧
通
貨
で

構
成
し
て
き
た
１
９
８
０
年

代
以
来
の
変
更
と
な
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
通
貨

危
機
に
備
え
て
加
盟
田
に
配

る

「
準
備
通
貨
」
だ
。
加
盟

国
は
外
隻
不
足
な
ど
の
除
に

Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
ほ
か
の
国
に
漫
せ

ば
、
ド
ル
な
ど
構
成
４
通
貨

を
受
け
取
れ
る
。
人
民
元
が

加
わ
れ
ば
、
加
盟
国
が
Ｓ
Ｄ

Ｒ
と
の
交
換
に
備
え
て
元
を

外
貨
準
備
と
し
て
積
み
増
す

と
見
込
ま
れ
、
外
貨
準
備
の

１
割

（約
１
兆
が
＝
約
１
２

０
兆
円
）
が
元
に
変
わ
る
と

の
試
算
も
あ
る
。

中
国
が
人
民
元
の
国
際
化

を
急
ぐ
の
は

「
ド
ル

ヘ
の
過

度
な
依
存
か
ら
脱
却
す
る
た

め
」
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
関
係
者
）
だ
。

中
国
は
約
３
兆
５
千
億

，レ
ド
の

外
貨
準
備
が
あ
る
が
、
大
半

が
ド
ル
建
て
だ
。

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン

危
機
時
に
ド
ル
が
急
落
し
、

中
国
は
国
家
的
な
損
失
リ
ス

ク
を
抱
え
た
。
米
経
済
の
影

響
を
受
け
る
の
を
嫌
い
、
急

激
に
人
民
元
の
国
際
化

へ
か

じ
を
切

っ
た
。
習
近
平
政
権

は
来
年
の
２０
ヵ
同
．地
域
（
Ｇ

２０
）
議
長
同
で
も
あ
り
、

メ

ン
ツ
を
か
け
て
Ｓ
Ｄ
Ｒ
入
り

を
働
き
か
け
て
き
た
。

ド
ル
で
は
な
く
人
民
元
建

て
で
決
済
す
れ
ば
、
中
国
企

業
は
為
替
変
動
の
リ
ス
ク
や

為
替

ヘ
ッ
ジ
の
コ
ス
ト
が
か

か
ら
な
く
な
る
。
だ
が
、
実

際
に
は
、
中
田
の
国
内
外
で

自
由
に
人
民
元
が
決
済
で
き

る
よ
う
に
な
ら
な
く
て
は
、

企
業
や
投
資
家
は
安
心
し
て

人
民
元
で
取
引
で
き
な
い
。

中
国
は

「
２０
年
ま
で
に
元

を
交
換
可
能
で
自
由
に
使
え

る
通
貨
に
す
る
」
と
掲
げ
る
。

ド
ル
と
事
実
上
連
動
し
て
き

た
元
相
場
を
よ
り
完
企
な
変

動
相
場
制
に
切
り
富
え
る
た

め
、
も
う

一
段
の
資
本
取
引

の
自
由
化
が
求
め
ら
れ
る
。

金
融
市
場
の
白
山
化
が
進

め
ば
対
中
投
資
が
増
え
る
効

果
が
あ
る

一
方
で
、
景
気
不

安
に
陥
れ
ば
資
本
流
出
が

一

気

に
起
き
る
リ

ス
ク
も
あ

る
。
今
年
７
～
９
月
に
は
、

資
本
流
出
を
防
ぐ
た
め
２７
兆

円
分
も
の
人
民
元
買
い

十
外

貨
売
り
介
人
に
踏
み
切

っ
た

と
さ
れ
る
。
金
融
取
引
が
自

由
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
市
場
の
圧
力
に
さ
ら
さ

れ
、
経
済
そ
の
も
の
が
不
安

定
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

国
際
決
済
の
シ
ェ
ア
で
み

る
と
ド
ル
は
４
割
強
を
占

め
、
人
民
元
は
３
％
に
も
満

た
な
い
。
た
だ
世
界
各
地
で

高
速
鉄
道
や
発
電
設
備
な
ど

の
巨
額
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
を

推
し
進
め
る
中
田
が
人
民
元

決
済
を
推
し
進
め
れ
ば
、
風

景
は
変
わ
る
。

「
ド
ル
を
軸

と
し
た
米
金
融
制
裁
も
効
き

に
く
く
な
る
」

（国
際
通
貨

筋
）
と
の
指
摘
も
あ
る
。

人
民
元
取
引
を
ウ
ォ
ー
ル

衝

に
引
き
込
み
た

い
米
田

は
、
日
先
は
元
の
国
際
化
を

容
認
す
る
。
た
だ
基
軸
通
貨

ド
ル
は
旺
盛
な
内
需
を
支
え

る
米
経
済
の
根
幹
だ
。
当
面

は
通
貨
の
勢
力
図
争
い
か
ら

日
が
離

せ
な
く
な
り
そ
う

だ
。
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亥 岳 墾 i    SDR入 りは国際通貨の象徴だ

【
ワ
シ
ン
ト
ン

史
】
国
際
通
貨
基

Ｆ
）
は
３０
日
の
理

特
別
引
き
出
し
権
（

と
呼
ぶ
準
備
通
貨
一

人
民
元
を
加
え
る
一

終
決
定
す
る
。
ド
ル

口
、
英
ポ
ン
ド
、
円

に
元
を
「
国
際
通
隻

る
こ
と
に
な
る
。

民
元
国
際
化
の

度
な
ド
ル
依
存
か

に
あ
り
、
通
貨
の

に
も

一
石
を
投
じ

‐

Ｍ

Ｆ
は

‐３

日

が

「
人
民
元
は
Ｓ

の
条
件
を
満
た
す

告
書
を
ま
と
め
、

加
盟
国
に
元
の
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の

新
興
国
の
中
央
銀
行
が
金
を
積
極
的
に
買
い
付
け
て
い
る
。
中
国
は
人
民
元
の
国
際

化
を
に
ら
ん
で
国
家
機
密
だ

っ
た
金
の
保
有
量
を
公
表
す
る
よ
う
に
な
り
、
７
月
以
降

は
毎
月
１０

ン
ト
以
上
購
入
。

ロ
シ
ア
も
外
貨
準
備
に
占
め
る
金
の
保
有
比
率
を
高
め
て
い

る
。
金
融
市
場
が
不
安
定
さ
を
増
す
中
で
安
全
資
産
と
さ
れ
る
金
の
蓄
積
を
増
や
し
、

信
用
力
を
高
め
て
い
る
。

Ｄ
Ｒ
）
の
構
成
通
貨
で
人
民

元
の
採
用
を
目
指
し
、
信
用

力
を
担
保
す
る
金
の
保
有
高

を
増
や
し
て
い
る
。
人
民
元

の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
へ
の
採
用
は
Ｈ
月

に
も
決
定
す
る
と
い
う
。

中
国
は
２
０
０
９
年
以
降

非
公
表
だ

っ
た
金
の
保
有
高

を
、
７
月
か
ら
公
表
し
て
い

る
。
元
の
国
際
化
を
目
指
す

中国、全保有積み増し

中
国
人
民
銀
行
は
９
月
に

‐５

ン
ト
の
金
を
購
入
し
た
。
現

在
の
金
相
場
で
計
算
す
る
と

約
６
７
５
億
円
に
な
る
。
保

ロ
シ
ア
も
購
入
量
増
や
す

外貨準備、元の国際化にらむ

12010年以降の中銀の保有星

1紆
肛
盟計
よ中
儲
目`
輪トン

中国

ロシア

金 は欧米中銀の

保有が多 い (ト ン)

(2015年8月 日寺点 )

(注 )ワ ール ド・ ゴ
ール ド・ カウ
ンシルまとめ

有
高
は
９
月
末
時
点
で
１
７

０
９

ン
ト
と
世
界
５
位
。
国
際

通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が
定

め
る
特
別
引
き
出
し
権

（
Ｓ

過
程
で
外
貨
準
備
の
公
開
に

積
極
的
に
な

っ
た
。
公
表
以

降
は
毎
月
１５
～
‐９

ン
‐、
を
市
場

か
ら
買

っ
て
い
る
。

自
国
内
の
鉱
山
だ
け
で
な

く
世
界
の
市
場
か
ら
買
い
集

め
て
い
る
。
主
要
現
物
市
場

の
ロ
ン
ド
ン
で
も
、
中
国
の

金
融
機
関
が
昨
年
か
ら
存
在

感
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

ロ
シ
ア
中
銀
の
８
月
の
購

入
量
は
３０

ン
ト
と
中
国
の
約
２

倍
だ
。
８
月
末
時
点
の
保
有

高
は
１
３
１
８

ン
ト
。
ド
ル
や

ユ
ー
ロ
ヘ
の
依
存
度
を
下
げ

る
た
め
に
、
自
国
で
生
産
さ

れ
る
金
を
買
い
上
げ
外
準
に

組
み
込
ん
で
い
る
。

た
だ
、
外
準
に
占
め
る
金

の
保
有
比
率
は
中
国
が
１

・

６
％
、
ロ
シ
ア
が
１３

・
１
％

と
６
割
を
超
え
る
欧
米
と
比

べ
る
と
見
劣
り
す
る
。

中
銀
が
金
の
手
当
て
に
動

く
の
は
金
融
市
場
の
不
安
定

だ
け
で
な
く
、
地
政
学
リ
ス

中
銀
の
金
買
い
に
は
信
用

力
を
高
め
る
狙
い
が
あ
る

ク
の
高
ま
り
も
あ
る
。
ヨ
ル

ダ
ン
の
保
有
量
は
１
年
前
と

比
べ
て
２

・
５
倍
の
４２

ン
ト
に

な

っ
た
。
こ
れ
だ
け
急
激
に

増
や
す
の
は
珍
し
い
。
隣
国

シ
リ
ア
の
内
戦
が
混
迷
を
深

め
る
な
か
で
安
全
資
産
で
あ

る
金
の
確
保
を
急
い
だ
。

た
だ
、
金
を
売

っ
て
い
る

国
も
あ
る
。
政
情
不
安
な
ど

か
ら
経
済
が
失
速
し
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
。
虎
の
子
の
金
売
却

に
追
い
込
ま
れ
て
１４

ン
ト
を
換

金
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
は
１
年

間
で
３‐

ン
ト
を
売
却
。
大
地
震

の
発
生
前
に
孝
放
し
て
お
り

理
由
は
不
明
だ
。
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
は
チ
ャ
ベ
ス
元
大
統
領
の

下
で
ド
ル
で
は
な
く
金
の
手

当
て
を
続
け
て
き
た
が
、
原

油
安
の
直
撃
を
受
け
て
売
り

に
転
じ
て
い
る
。

ンン聾督|三

Fタ

ン

撥欝傍
'7ク

米   国 8133.5

ド イ ツ 3381,0

イ タ リア 2451.8

フラ ンス 2435.4

中   国 1693.6

ロ シ ア 1317.7

ス イ ス 1040.0

日   本 765。 2

オ ラ ング 612.5

イ ン ド 557.7

イ雀 (lッ A)


